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令和８年度第１回東久留米市地域医療協議会会議録 

 

 日 時  令和８年７月１３日（月）午後１時３０分から午後２時４０分 

 会 場  東久留米市役所７階 ７０２会議室 

 出席者等 （敬称略・順不同） 

 

委 員 熊野 雄一  小玉 剛   檜垣 学  西尾 龍太 神谷 貴充 大槻 健人 

     石橋 幸滋 稲垣 智一 荒島 久人 中谷 義昭 

事務局 (健康課) 

健康課長  健康課長補佐 予防係長  保健サービス係長  健康課主査 

特定健診係長 

 

(こども家庭センター) 

こども家庭センター長  母子支援係長 

 

第１ 開会 

第２ 委員の自己紹介 

第３ 議題 

 

（会長）  

   議題(１)「令和７年度保健衛生事業報告について」事務局より説明をお願いする。 

（事務局） 

令和７年度保健衛生事業報告について、保健衛生事業報告に基づいて各担当から

報告する。 

※報告内容は令和７年度保健衛生事業報告のとおり。 

（会長） 

  それでは、令和７年度保健衛生事業報告について、委員の皆様からのご質問等を

お受けする。 

 

 （委員） 

【1. 予防接種事業について】 

先天性風しん症候群対策予防接種について、妊産婦等への制度周知はどのように

行っているのか。また、東京都では出生数が増加したとの背景があるが、妊産婦等

のワクチン接種についても件数が伸びた等何か結びついている点はあるのか教え

ていただきたい。 
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 (事務局) 

先天性風しん症候群対策予防接種については、助成対象となる者の条件が妊娠

希望女性やその家族等であり、市では把握できないものであることから、個別通

知ではなく市 HPや市報での制度の周知となっている。 

また、妊娠中の健診等の中で抗体検査を行い、抗体値の低い方が出産後にこの

制度を使うケースが多いため、産科のある医療機関等で制度の周知をしていただ

いている。令和 7 年度の件数が過去に比べ特に多かったわけではなく、出生数の

増加と接種の関係は把握していない。 

 

（委員） 

【1. 予防接種事業について】 

高齢者のインフルエンザワクチン（高用量）の接種について、市での方針等決

まっているか。 

(事務局) 

対象となる 75 歳以上の方には、通常のインフルエンザワクチンと高用量のイン

フルエンザワクチンのどちらを接種するのか選択できる方法で実施する。通常のイ

ンフルエンザワクチン接種の自己負担額は 2,500円であるが、高用量ワクチンの自

己負担額は通常のものより上がる見込みである。 

なお、接種は例年どおり 10月から翌年 1月末までの期間で実施する。 

 

（委員） 

【6. 災害対策用備蓄品等の整備事業について】 

医療救護所の設置場所について、東久留米市南部に設置が無く懸念があると思う。 

また、避難所等の電源、ベッド、避難用テントについても十分に揃っているのか

心配である。市の見解をお伺いしたい。 

(事務局) 

医療救護所の設置場所に関しては、市の地域防災計画での位置づけが必要となり

防災防犯課と連携しながら検討する必要があると考えている。避難所等の電源、ベ

ッド、避難用テントに関しては、ご意見を所管部署である防災防犯課へ共有させて

いただく。 

 

（会長） 

【9. 小児初期救急平日準夜間診療事業について】 

小児の初期救急準夜間事業に関して、利用者数は減少傾向ではあるが東久留米市

は引き続き実施するのか。 
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(事務局) 

市としては、今後も続けていきたいと考えているが、継続していくには課題があ

るかと思うので、それは多摩北部保健医療圏小児初期救急医療体制推進協議会の場

があるので、そこで検討していきたいと考えている。 

 

（会長） 

【10. 検診事業について】 

65 歳以上の肺がん検診の自己負担額が無償化され、受診者数が増えたという結

果が出ている。その他の健（検）診に関しても、自己負担額を無償化するなど検討

しているのか。 

(事務局) 

近隣市の受診者数や受診率を参考にがん検診等は医師会へ、成人歯科検診は歯科

医師会へ確認しながら、無償化については、市の財政面も踏まえ、他の検診との兼

ね合いや受診率などをみて、調査・研究は進めて行く。 

 

（委員） 

【10. 検診事業について】 

健康診査の問診項目の中にフレイルに関連した項目が含まれている。問診項目を

活用したフレイル検診の実施について検討してほしい。 

(事務局) 

フレイルに関しては後期高齢者健康診査として発送する健診票のリーフレット

へ一部内容を掲載し周知を行っている。他課でもフレイル対策について取り組んで

いるため、何か協力できるところはないかの検討は行っていきたい。 

 

（副会長） 

【10. 検診事業について】 

   成人歯科検診について、小平保健所圏域の自治体をみても自己負担を取っている

のは東久留米市だけとなる。今年度より 20.30歳を対象者へ追加しているが、近隣

市では幅広い年齢で歯科検診を取り組んでいる背景もあることから東久留米市で

もぜひお願いしたい。他自治体では、後期高齢者健康診査の結果を活用し後期歯科

検診と組み合わせて、歯科検診の受診勧奨に取り組んでいるところもあるので、東

久留米市においても後期歯科検診の検討と合わせて取り組んでいただきたいと思

う。 

 

（会長）  

   令和７年度保健衛生事業報告については、以上とする。 
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（会長） 

それでは、次第の３の(２)「その他」に移る。皆様より、ご質問等をお受けする。 

（会長） 

   特に無しとのことなので、これをもって、令和８年度第１回東久留米市地域医療

協議会を閉会とする。 

 

以  上 


